
 

 

令和５年7月５日（水） 

第1508回（当年度第1回）例会 

本日のプログラム 

クラブアッセンブリー 

新役員挨拶 

□会長挨拶               秋田 敬治 

 皆さんこんばんは、本日も例会にご出席いただきあ

りがとうございます。 

 本日は本年度最終例会でクラブアッセンブリーでは

下半期事業報告をさせていただきます。さて先週末24

日午後名鉄グランドホテルにて今年度最後の地区会

議・地区役員クラブ会長幹事懇談会に松前パストガバ

ナー・松岡ガバナー補佐・大塚分区幹事ともども参加

いたしました。その席上で地区表彰としてガバナー特

別賞「有意義な事業部門」で、当クラブのカンボジア

国際奉仕事業に対して表彰いただきましたのでご披露

いたします。故松本委員長からの引継ぎで伊藤恒二郎

委員長にはご苦労をおかけしました、この場をお借り

してそのご努力にお礼申し上げます。 
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2023～2024年度 RIテーマ 

世界に希望を生み出そう 
地区方針「培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ！！」 

 また例年退任する会長・幹事へご配慮いただいてい

る記念品の金額を、今回は本日の乾杯他のアルコール

代に使わせて頂きました、ご了承ください。 

 これにて開会挨拶とさせていただきます。 

７月のお祝い事 
 

 ♪会員誕生日おめでとう 

 佐藤 祐造君（  8日）  長谷川正己君（16日） 

 柴田 裕市君（20日）  

 ♪会員配偶者誕生日おめでとう 

 松岡由美英様（  1日）  中井久美子様（  ５日） 

 山田 智美様（31日）   

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  ２０２３～２０２４年度 

  一宮中央ロータリークラブ 

 会  長  内田泰潤徳 

 生年月日  昭和26年12月22日      

 入 会 日  平成11年 7月21日 

 勤 務 先  ㈱ウチダコーポ 

          レーション 

 役  職  取締役会長 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第1508回例会（前年度第41回の記録） 
 

□令和5年6月28日（水）18：00～19:00 

□会場 一宮商工会議所ビル3Fホール 

□開会の点鐘 秋田会長 

□ロータリーソング「四つのテスト」 

出席 

報告 

会 員 総 数 38名 
出席会員数 30名 

78.95％  
他クラブ出席数 0名 

修正出席率 
前々回 

（6/14） 
100％ 

ガバナー特別賞 「有意義な事業部門」 



 

 

□ニコボックス（ABC順） 

☆秋田敬治君 一年半、理事役員委員長の皆様には、 

       しっかりと支えていただきありがとう 

       ございました。感謝申し上げます。先 

       週の新旧引継ぎ会、名古屋までお運び 

       頂き皆様ありがとうございました。お 

       腹いっぱいになりましたでしょうか？ 

☆伴 卓樹君 例会に出席できたので。 

☆井上雅樹君 例会に出席できたので。 

☆梶原誠二君 ニコボックス委員会の皆様、ありがと 

       うございました。秋田会長お世話にな 

       りました。ありがとうございます。 

☆加藤辰己君 秋田会長、一年間の御活躍ほんとうに 

       ありがとうございました！また副会長 

       をはじめ、皆様の御苦労に感謝申し上 

       げます！ 

☆加藤辰己君 松岡ガバナー補佐そして大塚分区幹事 

       同山田満副幹事、長きにわたり御苦労 

       様でした。今後もいっそうの御活躍を 

       お祈りします。 

☆松前憲典君 本日は、クラブアッセンブリー 役員 

       退任挨拶となっております。秋田会長 

       をはじめ役員皆様一年間ありがとうご 

       ざいました。心から感謝し、次年度も 

       よろしくお願い致します。 

☆松岡正浩君 秋田会長、一年間お疲れ様でした。ま 

       た、ガバナー補佐として一年間会員の 

       皆様には色々お世話かけました。あり 

       がとうございました。 

☆宮田浩二君 2022～2023年度会長、副会長、理事役 

       員委員長、委員の皆々様、今夜で終わ 

       りです。次年度の内田会長、山田副会 

       長、野田幹事、理事役員皆々様がんば 

       って下さい。祈っています。 

☆森俊一郎君 秋田丸ありがとうございました。内田 

        丸の無事な出航をお祈りしております。 

☆西岡則男君 秋田会長をはじめ理事、役員、委員長 

       の皆さん、一年間ご苦労さまでした。 

☆大塚省治君 秋田会長をはじめ理事、役員の皆様一 

       年間お世話になり、ありがとうござい 

       ました。 

☆佐藤祐造君 秋田会長、一年間ありがとうございま 

       した。ますますご健勝、ご発展を祈念 

       申し上げます。 

☆鈴木宣宏君 例会に出席できたので。 

☆鵜飼俊光君 秋田会長はじめ、役員の皆様、お疲れ 

       様でした。 

□クラブアッセンブリー 下半期報告・役員退任挨拶 

□決算理事会報告 

 報告事項 

 ①ニコボックス残高  1,228,000円 

 ②青少年交換プログラム中間収支報告 

 審議事項 

 ①第1506回例会（6/21新旧委員会引継ぎ）の決算に 

  関する件 

 ②会員の退会に関する件 

 ③2022～2023年度事業報告承認に関する件 

 ④2022～2023年度決算報告承認に関する件 

※議事録閲覧希望の方は事務局までお申し付け下さい 

会  長   秋田 敬治君 
 

 今日で秋田年度が終了します、会員の皆様のご協力

のお陰で会長としての1年間を大過なく過ごすことが

できました。ウィズコロナ・アフターコロナの中、今

年度1年間が幸運に恵まれたことに感謝し、この場を

お借りしてあらためて厚く御礼申し上げます。また、

今年度は通常の事業の他に松岡ガバナー補佐の大きな

分区行事が三つ予定されておりました、西尾張分区ゴ

ルフ大会とIMとWFFです。こちらも皆様方のご協力で

無事成功裏に終える事ができました、重ねて御礼申し

上げます。ありがとうございました。 

 今年度初めに会長方針で申し上げましたが「一年

中、一番楽しめるロータリー活動」といった切り口

で、下半期事業から嬉しいトピックスを5つ選び報告

いたします。 

 まずは一つ目は2月18日にANAクラウンプラザホテル

グランコートで行われた「西尾張分ＩＭ」です、終了

後の集合写真での皆様の笑顔がとても晴れやかでIM成

功の達成感が素直に伝わってきました。二つ目は5月

20日21日京都への一泊例会で、秋田のわがままに応え

て頂き感激の「修学旅行」でした。三つ目は4月19日

中部国際空港見学会、滑走路内で離着陸を間近で見る

初めての体験で楽しい「大人の遠足」でした。四つ目

は4月15日16日ワールドフードふれ愛フェスタでの

ブース運営です、特に「東洋住建中井さん・和菓子の

いちのさん」には格別のご支援ご協力ありがとうござ

いました。五つ目は2月23日から26日カンボジアでの

国際奉仕です、私自身13年ぶりのシェムリアップでと

ても懐かしく、見違えるように発展した街並みの変化

には驚くばかりでした。そして番外編としてIRG会吉

良温泉での楽しい夜の事も決して忘れません。しかし

残念だったことが１件あります。→交換学生の5月以

降発生したトラブルに関してです。皆様にとって楽し

かったこと、印象に残ったことはどの事業だったで

しょうか？ 

 最後になりましたが、今年度の理事役員・委員長の

皆様には特にお力添えいただき心より感謝申し上げま

す。これにて事業報告と併せて皆様方への御礼とさせ

ていただきます。尚、来月7月からの内田会長年度も

秋田年度に倍しまして、積極的にご参加のほどよろし

くお願いいたします。１年間ありがとうございました。 



 

 

幹  事   宮田 浩二君 
 

 幹事退任のご挨拶を申し上げます。 

 この度、幹事を経験できたことは、とても勉強とな

りました。幹事とは、責任感の強い会長と人にやさし

い副会長、その他、理事、各委員長、会員の皆様のご

協力があればこそと思いました。命からがら、形の上

では、幹事を全うできました。というのも地区の国際

奉仕委員との兼任で、ラオスでの奉仕活動に参加中時

に、大病となり、無事生還できたことは、悪運なの

か、人徳なのかわかりません。 

副会長  山田 秀代君 
 

 本日をもちまして秋田会長年度が終了致します。 

 副会長を、お受けした時には無事に努める事が出来ま

すか心配して受けました。無事に年度が終われる事に安

心しております。 

 無事に努める事が出来たのも、会員の皆様の、ご協力

のお陰です。7月新年度が始まって直ぐに宮田幹事の 

海外奉仕活動中の病気で一時はどうなるか心配致しまし

たが、何とか日本に帰国出来たものの欠席が続いて少し

幹事の役割、会長が欠席の場合は会長代行をさせて頂き

ました。 

 副会長は、今迄の副会長を見ていて何もしなくても良

いからと受けましたが色んな事が有りました。お陰でと

ても良い勉強出来ました。 

 コロナも少し納まり計画通りに色々な例会が出来まし

た事に喜びを感じています。本当に皆様、一年間ありが

とうございました。皆様に感謝させて頂き退任の御挨拶

とさせて頂きます。 

 言い訳ではありませんが、秋田会長年度は、コロナ

明けで、全部の例会予定を実施され、松岡ガバナー補

佐の事業。そしてなによりも留学生の件など通常の年

度より、数多くの行事があるなかで会長はじめ、皆様

にはいたらぬ幹事だったのでは、猛省しております。

ここ一、二年、健康を取り戻して、ロータリー活動を

楽しみたいと思います。簡単では、ありますが、幹事

退任の挨拶とさせていただきます。 

会長バッジ・幹事バッジ引継ぎ 

閉会後、点鐘棒の引継ぎセレモニー 

執行部の皆さん、ＳＡＡの皆さん、お疲れ様でした！ 



 

 

2023年6月24日 第2760地区 2022-23年度 

全体会議/地区役員クラブ会長幹事懇談会開催  

＊＊＊＊＊＊＊  ＲＩニュース  ＊＊＊＊＊＊＊ 
2022～2023年度ＲＩ国際大会 

2023.5.27～31 メルボルン（オーストラリア） 

 閉会式に先立つセッションで、ナイジェリアのIkoyi 
Metro A.M.ロータリークラブ会長であるクンレ・アデ
ヤンジュ氏は、「ポリオのない世界」という約束を果
たすことについて語りました。2022年、アデヤンジュ
氏は、ポリオ根絶への募金と啓発のためにロンドンか
らラゴス（ナイジェリア）までをオートバイで走破し
ました。「ポリオ根絶に向けたラストスパートに入っ
ています。それが励みとなっています」とアデヤン
ジュ氏。「しかし、終盤に差しかかったときに、この
30年間のすべての成果が1日で失われてしまう可能性も
あるのです」 ポリオ根絶の取り組みを自身のオートバ
イの旅にたとえ、次のように続けました。  
 「サハラ砂漠にいたとき、『なぜ自分はこんなこと
をしているのか』と何度も自問しました。なぜこんな
ところに来てしまったのか？しかし、自分の中に残っ
ていた強さが、『難しいが、可能だ』という気持ちを
維持しました。これこそ、世界からポリオを根絶する
ために必要な考え方です」 
 「困難だが実現可能」という点に焦点を当てたもう
一つのセッションでは、元ロータリー平和フェローの
ライアン・ロウ氏が、ハイチの七つの郡の77万人に安
全な水をもたらすことに取り組んでいる同国のロータ
リアンを紹介しました。この活動はHANWASH（Haiti 
National  Clean  Water,  Sanitation,  and  Hygiene 
Initiative）の一環です。  
 過去3年間、この取り組みでは井戸やトイレの建設、
全国の水道システムの近代化のために、180万米ドルを
調達し、また現地のエンジニアのメンタリングと研修
プログラムに40万米ドルを投入する予定です。これは
「世界が知るべきロータリーのインパクトを示す素晴
らしいストーリー」だと、ロウ氏は述べます。  

 ロータリー初の女性会長として歴史を作ったジェニ
ファー・ジョーンズ会長は、閉会の挨拶の中で、自身
の会長テーマでもあるロータリーを「イマジン」（想
像）することと、マッキナリー会長エレクトのテーマ
の要素である「希望」とを結びつけました。 
 「昨日を想像する人はいません。また、過去に希望
をもつ人もいません」とジョーンズ会長。「『希望』
と『想像』とは、明日を表す言葉であり、前進を促す
言葉です。互いに支えあって私たちを未来に導く道と
なるものです。それは継続という道です」 

 

 2023～2024年度ＲＩ会長 ゴードンR．マッキナリー氏 
 

 2023年ロータリー国際大会が開かれたメルボルンで
来年のシンガポール大会に目を向け、メンタルヘルス
と福利に焦点を当てて世界と希望をわかちあっていく
ことを確認しました。 
 閉会式で国際ロータリーのゴードン R. マッキナ
リー2023-24年度会長は、メンタルヘルスを最優先とす
るよう会員に呼びかける理由を説明しました。自身の
兄が自ら命を絶ったとき、メンタルヘルスの問題に対
するスティグマと闘い、心のケアをより多くの人が利
用できるようにすることを決意したと、マッキナリー
氏は述べました。 
 「兄やほかの大勢の人が（自ら命を絶つまで）追い
つめられるのは、メンタルヘルスの話題が依然として
タブー視され、メンタルヘルスサービスが不十分であ
ることが主な理由の一つであると、あえて申し上げた
いと思います。そのためにロータリーに何かできるは
ずです。心の健康のニーズを私たちが地元地域や世界
に示すことができると確信しています」 
 「ロータリー会員として、また隣人として、誰かが
支えてくれていると皆が感じられるように互いに助け
合うことができます。メンタルヘルスサービスを提唱
し、メンタルヘルス分野の専門家との架け橋となるこ
とで治療へのアクセスを広げることができます」 
 歴史における重要な時にこの取り組みに参加し、行
動を起こすことで「世界に希望を生み出す」よう、
マッキナリー氏は呼びかけました。 
 「希望を生み出すには、重要な活動を継続するだけ
でなく、それをもっと効果的に行っていく必要があり
ます」とマッキナリー氏。「世界中で平和を築く取り
組みに再び焦点を当てなければなりません。互いに助
けあって心の中に平和を見出し、私たちが奉仕する人
たちと思いやりの心を分かちあっていかなければなり
ません」 

7月の例会予定 
 

 7月12日（水）卓話 
        ハードオフコーポレーション 
               代表取締役会長 山本善政様 
 7月19日（水）クラブアッセンブリー 
        事業報告・決算報告 
        事業計画・予算報告 
 7月26日（水）例会変更 
        ビアガーデンゆったり例会 
        18：00～ 
        名鉄本店特設ビアガーデン会場 
       （電車17：10 名鉄一宮駅集合） 


